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はじめに   

 開業     ２０１３年４月 
 グランフロント大阪 ナレッジキャピタル４Ｆ 
 営業時間  １０時～２１時 水曜休館  
 積水ハウス 総合住宅研究所が運営 
 

住宅の可変性 

ユニバーサル 
デザイン 

ＩＴとＲＴ 

◆高齢者の暮らしに関する展示～「長生きっていいね」 

住宅での健康 
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はじめに   

● 住宅内で死亡事故は交通事故よりはるかに多い。 

出典：「平成24年人口動態統計（確定数）：厚生労働省」より作成 
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SLOW & SMART 
ゆっくり生きてゆく、住まいの先進技術 

はじめに   

［ブランドビジョン］ 

断熱性と健康 

ユニバーサル 
デザイン 

睡眠の質 

家の中での 
予防医学 

街として 
出来ること 

ＩＣＴとＲＴ 

生涯住宅思想  
～いつまでもご自宅で快適に  
      暮らして頂くために～  
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生涯住宅への取組み 

・身障者モデルハウス建設（横浜市） 
 
 

1980 

積水ハウスの取り組み 

1990年 
業界初の体験学習施設 
「納得工房」 

1999年 
・「生涯住宅」を環境の取組みの一
環として位置付けた、 
「環境未来計画」を発表 
・国連ケアリング企業賞受賞 

2007年 
第1回キッズデザイン賞 
建築・空間デザイン部門受賞 

1975年 
リハビリ病院退院予定者ADL 
訓練用住宅建設（熊本県） 

1986年 
ケアシステム搭載商品発売 
「生涯住宅展示場」（長野県） 

2002年 
ユニバーサルデザイン宣言 
SH-UDマスタープランナー 
養成研修開始 

2012年 
スマートユニバーサル 
デザインリリース 
グッドデザイン賞受賞 

2012年 
IAUDアウォード2012 
大賞/経済産業大臣賞受賞 

2011年 
空気環境配慮仕様 
「エアキス」発売 

2003年 
内装仕上げをF☆☆☆☆に統一 

1981年高齢者・身体障害者 
ケアシステム技術の開発 

1987年 
「長寿社会における居住環境 
向上技術の開発」 
建設省総合技術開発プロジェクト 
（～1991） 

ユニバーサル 
デザイン 
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健常自立 

軽・中度介護 

重度介護 

社会的引退を迎えた前期高
齢者。趣味や、家族、友人と
のコミュニケーション楽しむ。 

身体機能低下による歩行困難、
車いす利用。支援を得ながら
自立した生活を楽しむ。 

身体機能低下による移動
困難。在宅医療・介護など
の社会サービスが重要。 

ステージ１ 

ステージ２ 

ステージ３ 

◆高齢者の自立度の変化パターン 

出典：長寿時代の科学と社会の構想：秋山弘子著＜岩波出版＞より 

● 高齢者の身体機能は非常に多様 

高齢期対応住宅技術 ユニバーサル 
デザイン 
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● 高齢期の身体や暮らしのニーズに柔軟に対応する必要性～生涯住宅 

ベーシック アップグレード 
（重度介護・介助） 

社会的引退を迎えた前期高齢者。趣味や、家族、
友人とのコミュニケーション楽しむ 

夫婦の一方が車いす利用や片マヒなど移動
が困難 

夫婦の一方が在宅医療・介護をうける 

ステージ１ ステージ２ ステージ３ 

車いす利用 
寝室 

趣味 
スペース 

ＬＤＫ 

玄関 寝室 

水回り 

寝室 寝室 
介護居室 

サービス 
受入ゾーン 

プライバシー 
ゾーン 

車いす利用 
水回り 

スマートＵＤベーシックアイテムにより、活動的
な高齢者の日常生活の安全・安心、使いやす
さ、心地よさを実現。 

車いすで通過しやすいメーターモジュール廊
下、建具をはじめ動きやすい水回りなど、個別
ニーズに最適な設計コンサルティングを提案。 

外部からアクセスしやすい介護居室を設け、他の家
族のプライバシーはしっかり確保。サービスを受けや
すい計画。健康見守りシステムなど。 

（健常自立） （軽・中度介護） 
プレミアム 

高齢期対応住宅技術 

人の動きに寄り添い優しく 

身近な部分こそ美しいデザイン 日常の風景が美しく 
リフトにより上がり框段差解消 車いすのための洗面・トイレ 

車いすへ移乗しやすく水回りが隣接 車いすで集うＤＫ 
水平トランスファで寝室から浴室へ移動 

外部から介護居室に直接アクセス可能な設計 
 

 
 

ふと触れたくなる心地よさ 

ユニバーサル 
デザイン 
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温度ムラの少ない 
健康・快適な室内 

● 省エネのためでだけではなく、健康面でも重要な「断熱性」と「気密性」 

断熱性・気密性の重要性 

例えば、 
◇夏季 
   ・部屋の中での熱中症 
◇冬季 
   ・部屋間移動でのヒートショック 
◇四季 
   ・四季の変化の体感 
 
⇒高断熱・高気密住宅の必要性 
  パッシブな快適さの重要性 

断熱性と健康 
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室内空気環境配慮／予防医学 

食べ物や水を当たり前に選ぶように 
これからは身近な住まいの 
『空気』も選んでほしい 

「人が一生涯で摂取する物質の重量比」 
村上周三「住まいと人体 ―工学的視点から―」 

５物質の濃度は厚生労働省の指針値の
２分の１以下を実現 

【規制対象物質】  
 住宅性能表示制度で定められた5物質 
ホルムアルデヒド 
トルエン 
キシレン 
エチルベンゼン 
スチレン 

家の中での 
予防医学 
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・視覚

・聴覚

・嗅覚

・温熱感覚

・触覚

睡眠メカニズム 睡眠五感 環境要素

メラトニン

ホルモン

体温変動

自律神経

光 照明

音 ＢＧＭ

香 アロマ

温度 空調

肌触りマット・リネン

地球のリズムに同調する体内時計によって 

人間は規則正しい眠りと目覚めのリズムを得ている 

朝          昼          夜 

眠るために獲得した睡眠メカニズムである 

ホルモン・体温・自律神経への働きかけがポイント 

健やかな眠りに導くために 

NS

sleep

＊＊ ＊＊NS NS

●cyclic
○constant

  

位相の前進
4:25←5:26

体温上昇
体温降下

体
温
（深
部
体
温
）

10 14 18 22 2 6 10 （時）
時 刻

夕方から徐々に
室温を下げた時

一日中、室温を
一定にした時

Kondo et al. (2007), J Physiol Anthropol 26 (4) 

◇研究の一例：寝室の温度環境 
眠る前の室温を、低下・一定で比較。室温低下によって 
体温が下がれば、深い眠りが早く訪れます。 

● 身体・脳の疲労回復のため睡眠は重要 

睡眠の質 
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多世代居住と生活サービスの提供 

良質で安心なコモンを持つ街区 程よい距離感を保つ 
仲良し大家族 

さまざまな家族構成のあり方 

家族でつながる 

血縁 
 

・伝統的住まい方 

・双方の協力 
で作る 

二世帯居住 

二世帯近居 

・他人同士が 
協力して作る 
コレクティブ居住 

価値観でつながる 

知縁 
 

・サービスの拠点と提供を 
セットにした街づくり 

・多世代が 
居住する街 

街でつながる 

地縁 
 

・良好な住環境を 
提供する場づくり 

安心して子どもを育てるタウンセキュリティ 

子どもの成長に合わせて 
変化する空間 

いつまでも生きがいを持ち続けるための、家族や地域との良好なコミュニティ 
“ひとえん”のある暮らしの提供 

街づくり～生きがいを縁でつなぐ 街として 
出来ること 
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高齢者の社会参加を促すICTコミュニティタウンモデル実証事業 

提案者 日本ＩＢＭ（株）、積水ハウス（株）、大阪大学 

事業概要 ICTを積極的に利活用する高齢者人口の拡大を目指し、ICTスキルを持つ高齢者コミュニティから遠隔地の
高齢者コミュニティへスキルを伝搬する「教え合い」モデルを確立する。これによって、住民を主体とし
たタウンマネジメントや高度なボランティア活動への参加が可能になり、地域のソーシャルキャピタルが
向上することを実証する。 

仙台シニアネットクラブ 
遠隔ICT学習 

ソーシャルネットワーク基盤 

教材ライブラリ 

地域秋祭り
開催のお知らせ

11月3日 日）9時～18時
於 ○○公園

～～～～
～～～～ ○○さんの活動量

本日

xxxx歩(yyyy kca )
4位 / 30人中

連続10週 目標達成中
の会の

真です

外出 け合 サ ビ
ま依 ませ

ボランテ ア活動
参加

遠隔 育 参加
回

• ICTスキル測定技術 
• アクセシビリティ技術 

ビデオ会議端末 

PC 

タブレット 

遠隔講習および 
ソーシャル・ラーニング 

ウェアラブル端末 

（住宅） 

清瀬台自治会 
安心コミュニティプラザ 

（地域拠点） 

西宮市清瀬台自治会 

遠隔地居住子世帯 

タウンマネジメントポータル 

ICTを学習する 
ICTを活用する 

ICT学習により技術的・心理的ハードルを下げ、 
高齢者ICT活用人口を拡大 

情報共有 見守り 

住民主体のタウンマネジメント 

外出助け合い 

地域基盤と住民ニーズに基いたサービスの提供 
《「まち」を育む社会参加へのICT活用》 

地域の取り組みを活かした 
相互扶助的ライフサポート 

住民ニーズに基く 
新規サービスの追加 

将来の拡張性を 
考慮した基盤 

• ICT学習教材 
• 住環境・まちづくり 
知識など 
 

 

ICTに関する知識 

ICTを活用して学べる知識 

ICTを活用した、より発展的な社会参加 
《「まち」をつなぐ社会参加へのICT活用》 

遠隔ボランティア活動 

いつでもどこからでも 
ボランティア活動 

障害者支援活動など 

他の地域や組織における 
活動との連携 

総務省：平成24年度補正予算「ICT超高齢社会づくり推進事業」に係る委託 11 
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 ＲＴ技術研究例：住宅での応用研究 

先進技術への取組み 

家のコンシェルジェ 

 ＩＴ技術研究例：食と栄養に関して 

「未来型のＨＥＭＳ」で、 
将来実現したらいいなと思う 
コンテンツはどれですか？ 

ＩＣＴとＲＴ 

●先進技術による新しい住まい方の可能性の探究 

 バイタルセンシング 
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最後に 
14 

よりよい、『スマートプラチナ社会』を形成していくために 

 

高齢者のための技術は、あらゆる方々にとっても価値あることの認識 

高齢になってからではなく、自然に変化／対応していく考え方が重要なこと 

問題が出たから対応するのではなく、問題が出ないように予防していくこと 

技術は、本当に快適に暮らしていくことをベースに開発されること 

 

様々な技術、ＩＣＴなどが融合していくプラットフォームが形成されていくこと 

今までの枠ではなく、より多業種の共創への取組みが必要となっていること 

 

人生の長い期間での対応が必要であり産官学共同の取組みが重要なこと 

その中で長期間存在する「家」に求められていることも変化していること 

 

が重要なことと考えます。 

 

Copyright(C) 2014 SEKISUI HOSE,LTD  All Rights Reserved 


